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阿蘇大橋地区斜面防災対策　現場だより

　阿蘇大橋地区において発生した大規模な斜面崩壊について、斜面上部に残る多量の不安定な土砂
の崩壊による二次災害を防ぐため、緊急的な対策の調査・工事を実施しています。
　工事は順調に進捗しており、1月から土留盛土工（下段）より下の作業においては、有人による
作業が出来るようになりました。（※土留盛土工（上段）より上の作業は、無人化施工です）
　現在、頭部工事用道路工、崩壊地内上部工事用道路取付工等を行っております。春の陽気とな
り、暖かくなってきました。現場周辺の桜の木も葉桜となり、新緑が美しい季節となりました。今
月もどうぞ宜しくお願い致します。

阿蘇大橋地区斜面崩壊対策の進捗状況
（平成29年4月28日撮影)
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（株）熊谷組　九州支店　  　    ℡092-721-0215　担当：西尾
（株）熊谷組　阿蘇無人化作業所　℡096-285-4274　担当：土居
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☆（株）熊谷組　阿蘇無人化作業所　職員紹介☆
第7回目は行實（ゆきざね）工事係を紹介します

今年4月に入社しました。新入社員です！

【お問い合わせ・連絡先】

名 前 ：行實 涼（ゆきざね りょう）

出 身 ：福岡県

職 種 ：土木施工

趣 味 ：映画鑑賞

座右の銘：日々精進

□□□□ 崩壊地内上部工事用道路施工状況の解説崩壊地内上部工事用道路施工状況の解説崩壊地内上部工事用道路施工状況の解説崩壊地内上部工事用道路施工状況の解説 □□□□

崩壊斜面中腹部拡大図

崩壊地内斜面中腹部に堆積している土砂を取り除くための工事用道路をつくっています。堆積土砂を重機を使用して取り

除くためには、重機が安定して走行できる道づくりが必要となります。工事用道路が完成後、次のステップとして、堆積土

砂の撤去を行う予定です。※土留盛土工（上段）から上の作業の為、無人化施工にて工事を行っています。

今年の4月に入社しました熊谷組の

行實涼（ゆきざね りょう）と申します。

私は、震災から1年経った今年に入

社し、こちらの現場に着任しました。

1年前はテレビの前で見ていること

しかできなかった私が復興に関わ

ることができて光栄です。まだ、仕

事に関しては右も左も分からない

私ですが、一日でも早く先輩方に

追いつけるよう日々精進します。

宜しくお願い致します。

重機で工事用道路をつくって

います。無人化施工で工事を

行っています。

移動式カメラ車です。

無人化機械重機の稼働

する周辺をカメラ映像と

して、遠隔操作室へ送信

します。固定式カメラと比

較して、より近くの場所で

で映像を捉える事ができ

ます。


